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キ
ー
ワ
ー
ド
は「
超
学
際
性
」

　
「
超
学
際
性
」
や
「
ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
テ

ィ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
現
代
社
会
に
広
が
っ
て
い
る
学
術
用
語
の
一
つ
で
あ

る
。

　
2
0
2
5
年
3
月
に
出
版
さ
れ
た
新
川
達
郎
・
松
本
茂

章
編
著
『
文
化
×
地
域
×
デ
ザ
イ
ン
が
社
会
を
元
気
に
す

る
』（
文
眞
堂
）
は
、
こ
の
「
超
学
際
性
」
を
強
く
意
識

し
た
書
籍
で
あ
る
。
文
化
政
策
学
者
で
、
文
化
芸
術
を
活い

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
政
策
に
関
心
を
有
す
る
松
本
が
、
な

ぜ
、
こ
の
本
を
出
し
た
の
か
？
　
今
ま
で
の
書
籍
と
何
が

違
う
の
か
、
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
「
ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
、
大

阪
大
教
授
の
山
崎
吾
郎
（
文
化
人
類
学
）
は
、
堂
目
卓

生
・
山
崎
吾
郎
編
『
や
っ
か
い
な
問
題
は
み
ん
な
で
解

く
』（
世
界
思
想
社
、
22
年
）
の
中
で
、「
専
門
家
と
市
民

が
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
知
的
探
求

の
様
式
と
し
て
─
─
つ
ま
り
、
学
際
と
共
創
の
組
み
合
わ

せ
と
し
て
─
─
新
た
に
定
義
し
直
さ
れ
て
い
る
」
と
説
明

す
る
（
注
1
）。

　
同
書
に
お
け
る
山
崎
の
記
述
に
よ
る
と
、
こ
の
言
葉
は

1
9
7
0
年
代
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
90
年
代

に
入
る
と
、
新
た
な
関
心
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
環
境
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
（
注

2
）。「
現
在
、
ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
や

っ
か
い
な
問
題
と
の
か
か
わ
り
で
脚
光
を
集
め
は
じ
め
て

い
る
（
注
3
）」
と
い
い
、「
私
た
ち
の
世
界
が
や
っ
か
い

な
の
は
、
社
会
の
問
題
の
ほ
と
ん
ど
が
地
続
き
に
つ
な
が

っ
て
お
り
、
決
定
的
な
解
決
策
を
も
た
な
い
か
ら
で
あ
っ

た
。
局
所
的
な
『
正
解
』
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
み
て

も
、
全
体
の
最
適
解
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
（
注
4
）」

と
指
摘
す
る
。

　
そ
し
て
「
専
門
家
と
は
い
え
一
度
そ
の
専
門
分
野
か
ら

外
に
出
て
し
ま
え
ば
、
社
会
の
な
か
で
生
活
す
る
一
人
の

市
民
で
あ
り
素
人
な
の
だ
と
い
う
あ
た
り
ま
え
の
事
実
に

立
ち
戻
ら
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
日
常
生

活
や
社
会
問
題
に
か
か
わ
る
な
か
で
、
特
定
の
事
象
や
特

定
の
領
域
に
つ
い
て
、
場
合
に
よ
っ
て
『
専
門
家
』
以
上

に
詳
細
な
知
識
、
経
験
、
そ
し
て
固
有
の
視
点
を
も
っ
た

人
た
ち
が
実
際
に
は
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
も
目
を
向
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
（
注
5
）」
と
述
べ
た
。
同

感
で
あ
る
。

　
山
崎
は
「
や
っ
か
い
な
問
題
は
、
自
分
の
領
域
を
囲
い

込
ん
で
、『
私
の
正
解
』
を
一
方
的
に
主
張
す
る
よ
う
な

態
度
で
解
決
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。（
中
略
）
や
っ

か
い
な
問
題
を
性
急
に
手
な
ず
け
よ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
や
っ
か
い
な
ま
ま
に
向
か
い
合
い
、
粘
り
強
く
取
り

組
み
続
け
ら
れ
る
し
く
み
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
注
6
）」
と
し
た
。

　
松
本
は
、
現
代
社
会
の
難
問
の
解
決
の
た
め
に
、
専
門

領
域
に
詳
し
い
専
門
家
と
知
識
や
経
験
を
持
つ
人
々
が
一

緒
に
な
っ
て
「
総
ぐ
る
み
」、
あ
る
い
は
「
総
が
か
り
」

で
、
現
代
社
会
の
難
題
に
取
り
組
む
し
か
な
い
、
と
考
え

て
い
る
。
自
身
は
文
化
政
策
学
を
専
門
と
し
て
い
る
も
の

の
、
も
っ
と
広
い
視
野
を
有
し
、
幅
広
い
人
た
ち
と
出
会

い
た
い
と
願
う
。
な
ぜ
な
ら
、
文
化
政
策
は
、
地
域
振
興

や
地
域
活
性
化
の
課
題
に
つ
い
て
、
他
の
領
域
と
つ
な
が

っ
て
い
る
。
2
0
1
7
年
に
制
定
さ
れ
た
文
化
芸
術
基
本

松
本
茂
章

文
化
と
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
会
共
同
代
表

専
門
は
文
化
政
策
、

文
化
芸
術
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

書
籍『
文
化
×
地
域
×
デ
ザ
イ
ン
が
社
会
を
元
気
に
す
る
』の
出
版

─
超
学
際
研
究
を
目
指
し
て
！
─

連

載

文
化
で
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
　
番
外
編
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法
の
第
2
条
で
は
、
文
化
振
興
の
施
策
と
「
観
光
、
ま
ち

づ
く
り
、
国
際
交
流
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
そ
の
他
」
の

各
関
連
分
野
と
の
有
機
的
な
連
携
を
求
め
て
い
る
。
自
ら

の
活
動
範
囲
・
交
流
関
係
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。

定
年
退
職
を
機
に
新
設
し
た「
本
の
あ
る
工
場
」

　
「
も
っ
と
多
様
な
人
々
と
交
流
し
て
、
共
創
し
た
い
」。

そ
う
願
っ
た
気
持
ち
は
、
本
務
校
（
公
立
大
学
法
人
静
岡

文
化
芸
術
大
教
授
）
を
定
年
退
職
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

具
体
的
な
行
動
に
結
び
付
い
た
。

　
松
本
が
代
表
を
務
め
る
「
文
化
と
地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究

所
」
は
、
研
究
仲
間
と
共
に
、
18
年
に
設
立
し
た
。
当
初

は
、
頭
の
中
だ
け
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
定
年
退
職
後
、
16

年
ぶ
り
に
関
西
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
ペ

ー
ス
「
本
の
あ
る
工
場
」（
大
阪
市
此
花
区
西
九
条
）
に

研
究
所
の
本
拠
を
置
く
こ
と
で
、「
住
所
」「
所
在
地
」
を

得
た
。

　
「
本
の
あ
る
工
場
」
は
、
1
9
6
9
年
に
建
築
さ
れ
た

鉄
骨
3
階
建
て
の
元
印
刷
工
場
の
う
ち
、
2
階
部
分
を
改

修
し
た
場
所
で
、
2
0
2
2
年
5
月
に
開
設
し
た
。
定
年

退
職
を
機
に
大
学
の
研
究
室
か
ら
退
去
し
た
の
で
、
自
ら

の
研
究
室
を
設
け
た
の
だ
。
元
工
場
だ
け
に
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
同
年
7
月
以
降
、
同
研
究
所
が
主
催
す
る
形
で

「
文
化
と
地
域
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

現
在
も
定
期
的
に
同
講
座
の
開
催
を
続
け
て
い
る
。

　
こ
こ
に
集
う
人
々
が
興
味
深
か
っ
た
。
通
常
の
学
術
団

体
の
「
学
会
」
は
、
ど
う
し
て
も
大
学
教
員
や
大
学
院

生
ら
の
研
究
者
が
中
心
に
な
り
が
ち
だ
が
、
同
講
座
に

は
、
学
会
の
催
し
に
は
参
加
し
な
い
と
み
ら
れ
る
人
々
が

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
だ
。
例
え
ば
公
務
員
、
企
業

人
、
公
立
文
化
施
設
職
員
、
非
営
利
団
体
職
員
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
方
、
新
聞
記
者
、
一
級
建
築
士
、
防
災
士
、
ま

ち
づ
く
り
関
係
者
ら
が
集
ま
っ
た
。
異
な
る
立
場
の
多
彩

な
人
々
が
集
う
と
、
講
座
に
お
け
る
質
問
の
視
点
は
多
様

化
し
た
。
同
じ
領
域
の
学
会
な
ら
ば
、
同
じ
よ
う
な
質
問

が
続
く
が
、
ま
っ
た
く
視
点
の
異
な
る
「
問
い
」
が
投
げ

掛
け
ら
れ
た
。「
尋
ね
る
の
は
、
そ
こ
で
す
か
」「
そ
ん
な

質
問
は
思
い
付
か
な
か
っ
た
」
と
感
じ
た
。

　
し
か
し
、
多
様
に
見
え
る
問
題
意
識
は
ど
こ
か
で
つ
な

が
っ
て
い
る
。
現
代
社
会
の
諸
問
題
が
「
地
続
き
」
で
あ

る
実
態
が
、
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　
松
本
は
「
こ
の
人
脈
を
活
か
し
て
学
会
を
つ
く
り
た

い
」
と
発
案
し
た
。
23
年
5
月
、「
文
化
と
地
域
デ
ザ
イ

ン
学
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
共
同
代
表
に
は
新
川
達
郎

（
同
志
社
大
名
誉
教
授
）
と
松
本
が
就
任
し
た
。
新
川
が

同
大
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
長
だ
っ
た
時
、
松
本

は
修
士
論
文
と
博
士
論
文
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
地

方
自
治
や
公
共
政
策
を
専
門
と
す
る
新
川
に
「
こ
れ
ま
で

に
な
い
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
学
会
を
つ
く
り
た
い
」
と
相

談
。
共
同
代
表
に
お
誘
い
し
て
快
諾
を
得
た
。

　
同
学
会
を
通
常
の
ス
タ
イ
ル
に
し
な
か
っ
た
。
普
通
な

ら
ば
、
学
会
に
入
会
す
る
に
は
審
査
が
設
け
ら
れ
、
紹
介

者
を
必
要
と
す
る
。
さ
ら
に
活
動
費
を
捻
出
す
る
た
め
、

会
員
か
ら
「
1
万
円
」「
8
0
0
0
円
」
な
ど
の
年
会
費

を
徴
収
す
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
「
紹
介
者
不
要
」「
年

会
費
な
し
」
と
決
め
、
障
壁
を
低
く
し
て
、「
ど
な
た
で

も
ど
う
ぞ
」
と
呼
び
掛
け
た
。
既
存
学
会
と
一
線
を
画
し

た
。
幸
い
に
し
て
会
員
数
は
1
0
0
人
を
超
え
て
き
た
。

　
25
年
4
月
12
日
（
土
曜
）
に
は
本
学
会
の
第
2
回
大
会

が
開
か
れ
た
。
会
場
の
「
本
の
あ
る
工
場
」
は
参
加
者
の

姿
で
あ
ふ
れ
た
。
東
は
東
京
都
・
群
馬
県
、
北
は
新
潟

県
・
富
山
県
、
西
は
福
岡
県
・
山
口
県
、
南
は
沖
縄
県
か

ら
計
45
人
が

出
席
。
午
前

中
は
「
29
歳

以
下
に
よ
る

若
手
の
調
査

研
究
発
表
・

実
践
報
告

会
」
を
開
き
、

東
か
ら
東

大
・
早
大
・

静
岡
文
化
芸

術
大
・
京
都

「本のある工場」の外観

「本のある工場」で開かれた文化と地域デザイン
学会第2回大会の風景。古い印刷工場に全国各地
から多彩な人々が駆け付けた（2025年4月12日）
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市
立
芸
術
大
・
立

命
館
大
・
大
阪
公

立
大
の
院
生
ら
7

人
が
参
加
。
発
表

や
事
例
報
告
を
行

っ
た
。

　
午
後
に
な
る
と
、

書
籍
『
文
化
×
地

域
×
デ
ザ
イ
ン
が

社
会
を
元
気
に
す

る
』
の
共
著
者
11

人
中
9
人
が
登
壇
。

そ
れ
ぞ
れ
が
執
筆
し
た
事
例
を
語
っ
た
。
そ
し
て
「
ダ
イ

ア
ロ
グ
」（
対
話
）
と
題
し
た
分
科
会
に
移
り
、「
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
キ
ャ
リ
ア
づ
く
り
」「
表
現
の
自
由
を
哲
学
す

る
」「
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
未
来
を
見
つ
め
直
す
」「
歴
史

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
」
と
い
う
四
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

小
部
屋
に
分
か
れ
て
、
膝
詰
め
で
語
り
合
っ
た
。

　
参
加
者
は
、
大
学
教
授
や
研
究
者
に
加
え
て
、
公
務
員
、

財
団
職
員
、
劇
場
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
会
社
員
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
な
ど
実
践
実
務
家
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

文
字
通
り
、「
超
学
際
性
」
の
顔
触
れ
で
論
議
で
き
た
。

書
籍
の
内
容

　
新
川
・
松
本
編
著
『
文
化
×
地
域
×
デ
ザ
イ
ン
が
社
会

を
元
気
に
す
る
』
は
同
学
会
の
設
立
を
記
念
し
て
編へ

ん
さ
ん纂

さ

れ
た
書
籍
だ
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
「
超
学
際
性
」
を
強

く
意
識
し
た
内
容
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　
執
筆
し
た
の
は
、
編
者
の
新
川
・
松
本
を
含
め
て
計

11
人
。
掲
載
順
に
紹
介
す
る
と
、
兵
庫
ラ
イ
フ
ケ
ア
ク

リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
を
務
め
る
保
健
師
（
25
年
4
月
か
ら

大
阪
青
山
大
教
授
）、
静
岡
文
化
芸
術
大
教
授
、
兵
庫
県

丹た
ん
ば
さ
さ
や
ま

波
篠
山
市
企
画
総
務
部
長
、
お
茶
の
水
女
子
大
基
幹
研

究
院
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
（
25
年
4
月
か
ら
新
潟
産
業
大

専
任
講
師
）、
北
海
道
教
育
大
教
授
、
公
益
社
団
法
人
全

国
公
立
文
化
施
設
協
会
（
公
文
協
）
事
務
局
長
兼
専
務
理

事
、
京
都
外
国
語
大
教
授
、
琉
球
大
博
物
館
（
風
樹
館
）

職
員
、
相
愛
大
准
教
授
（
出
版
時
）
で
あ
る
。

　
第
1
章
は
、
新
川
に
よ
る
「『
文
化
と
地
域
デ
ザ
イ
ン

学
』
を
構
想
す
る
」
で
、
第
2
章
は
松
本
に
よ
る
「
日
本

の
文
化
政
策
／
地
域
重
視
へ
の
転
換
が
望
ま
れ
る
」
で
あ

る
。
同
じ
く
松
本
の
第
3
章
は
、「『
文
化
と
地
域
デ
ザ
イ

ン
』
研
究
に
広
が
る
大
き
な
可
能
性
」
と
題
し
て
、「
地

域
発
！
　
北
は
岩
見
沢
か
ら
南
は
与
論
島
ま
で
の
奮
励

記
」
を
書
い
た
。

　
そ
し
て
事
例
編
と
し
て
、
第
4
章
「
1
人
ひ
と
り
の
人

生
を
大
切
に
し
た
地
域
デ
ザ
イ
ン
」、
第
5
章
「
地
元
の

産
業
と
文
化
芸
術
の
関
わ
り
」、
第
6
章
「
地
域
づ
く
り

と
文
化
芸
術
の
関
係
」
を
配
置
し
た
。
第
7
章
「
地
域
固

有
の
文
化
資
源
を
活
か
し
た
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
を
配
置
し

た
。

　
先
に
述
べ
た
「
超
学
際
性
」（
ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ

ナ
リ
テ
ィ
）
に
つ
い
て
、
新
川
は
第
1
章
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
─
─
超
学
際
科
学
の
可
能
性
は
、
私
た
ち
が
目
指
す

「
文
化
と
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
」
に
と
っ
て
極
め
て
適
合
的

で
あ
る
。（
中
略
）
第
1
に
、
超
学
際
研
究
は
単
独
あ
る

い
は
少
数
の
学
問
的
観
点
か
ら
は
解
決
で
き
な
い
調
査
研

究
を
目
指
し
て
お
り
、
特
に
現
代
の
緊
急
課
題
、
世
界
が

直
面
す
る
問
題
、
地
域
か
ら
世
界
に
及
ぶ
諸
問
題
に
対
応

す
る
。

　
（
中
略
）
第
2
に
、
超
学
際
的
な
研
究
は
学
問
研
究
の

専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
の
実
践
者
な
ど
多
様
な
構

成
の
人
々
が
参
加
し
て
実
現
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
（
中
略
）
第
3
に
、
超
学
際
的
な
研
究
は
、（
中
略
）

ど
こ
か
で
実
践
し
な
が
ら
ど
こ
か
で
研
究
し
、
ま
た
研
究

し
な
が
ら
実
践
す
る
と
い
う
性
質
を
持
つ
。
─
─（
注
7
）

　
「
文
化
と
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
」
の
創
造
と
構
築
を
考
え

る
と
き
、
従
来
は
、
個
別
に
「
文
化
論
」「
地
域
論
」「
デ

ザ
イ
ン
論
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
歩
み
が
あ
る
。
対

し
て
「
文
化
」
と
「
地
域
」
と
「
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
相
互

に
関
わ
り
合
う
新
た
な
学
問
領
域
を
必
要
と
し
、
そ
の
開

拓
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
新
川
は
指
摘
し
た
（
注
8
）。

　
そ
し
て
新
川
は
「
超
学
際
的
な
研
究
は
学
問
研
究
の
専

門
家
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
の
実
践
者
、
調
査
研
究
を
職

業
に
す
る
人
々
、
地
域
社
会
の
メ
ン
バ
ー
、
政
治
リ
ー
ダ

ー
、
企
業
家
な
ど
多
様
な
構
成
の
人
々
が
参
加
し
て
実
現

さ
れ
る
。
複
雑
で
解
決
困
難
な
問
題
は
多
様
な
利
害
関
係

者
の
参
加
が
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
（
注
9
）」
と
述

べ
た
。
対
等
の
立
場
で
の
対
話
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

　
新
川
は
「
実
践
を
視
野
に
入
れ
、
理
論
と
実
践
の
往
還

を
基
本
と
し
て
、
理
論
と
研
究
そ
し
て
実
践
の
そ
れ
ぞ
れ

が
大
き
く
発
展
を
す
る
た
め
に
は
、
理
論
研
究
と
実
践
と

を
統
合
し
た
方
法
論
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
を
超
学
際
的

「29歳以下による若手の調査研究発表・実践
報告会」の風景
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接
近
（Transdisciplinary approach

）
と
位
置
づ
け

て
お
く
こ
と
が
で
き
る
（
注
10
）」
と
指
摘
し
、「
超
学
際

的
な
研
究
は
（
中
略
）『
実
践
し
な
が
ら
研
究
』
す
る
こ

と
と
、『
研
究
し
な
が
ら
実
践
』
す
る
こ
と
と
が
一
体
的

に
実
現
さ
れ
る
（
注
11
）」
と
述
べ
た
。

　
松
本
自
身
、
共
感
す
る
。
そ
う
な
の
だ
。
研
究
者
は
実

践
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
実
務
者
は
実
践
に
と
ど
ま

ら
ず
、
研
究
に
励
み
た
い
と
願
う
。
で
な
い
と
、
諸
課
題

の
解
決
に
貢
献
で
き
な
い
。

研
究
者
に
よ
る
実
践
事
例

　
こ
の
た
め
、
本
書
で
は
研
究
者
自
身
に
よ
る
実
践
事
例

を
掲
載
し
た
。

　
新
川
は
二
つ
の
節
で
自
ら
の
実
践
事
例
を
紹
介
し
た
。

自
身
、
か
つ
て
東
北
学
院
大
法
学
部
助
教
授
、
東
北
大
大

学
院
情
報
科
学
研
究
科
助
教
授
を
拝
命
し
た
こ
と
か
ら
、

東
北
や
仙
台
と
つ
な
が
り
を
有
す
る
。
京
都
の
同
志
社
大

に
移
っ
て
か
ら
も
、
N
P
O
法
人
「
水
・
環
境
ネ
ッ
ト
東

北
」
の
代
表
理
事
を
務
め
る
。
そ
こ
で
第
6
章
3
節
の

「
貞
山
運
河
と
小
屋
め
ぐ
り
　
貞
山
運
河
倶
楽
部
の
活
動

か
ら
」
を
執
筆
し
た
。
貞
山
運
河
、
あ
る
い
は
貞
山
堀
と

は
、
江
戸
初
期
に
開
削
が
始
ま
っ
た
運
河
の
こ
と
で
、
宮

城
県
の
太
平
洋
岸
に
掘
ら
れ
た
。
地
域
の
舟
運
の
担
い
手

と
な
っ
た
。

　
水
・
環
境
ネ
ッ
ト
東
北
は
、
東
日
本
大
震
災
の
以
前
か

ら
、
東
北
の
川
や
水
辺
の
保
全
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
貞
山
運
河
の
保
全
と
活
用
の
活
動
を
展
開
し

て
い
た
。
大
震
災
に
伴
い
、
地
域
の
景
観
は
一
変
す
る
。

運
河
自
体
は
復
旧
さ
れ
た
が
、
運
河
周
辺
は
人
の
住
ま
な

い
災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
た
。「
人
々
の
記
憶
を
呼

び
覚
ま
し
、
ま
た
新
た
な
関
心
を
集
め
よ
う
」
と
い
う
趣

旨
で
、
運
河
沿
い
で
小
屋
の
建
設
と
小
屋
め
ぐ
り
が
始
ま

っ
た
。
同
法
人
は
、
こ
の
活
動
を
始
め
た
「
貞
山
運
河
倶

楽
部
」
と
、
事
業
の
協
力
や
事
務
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て

協
働
し
て
い
る
。

　
松
本
自
身
も
二
つ
の
節
を
執
筆
。
第
6
章
1
節
の
「
公

衆
浴
場
が
文
化
創
造
の
場
に
な
る
可
能
性
　
大
阪
市
此
花

区
の
千
鳥
温
泉
に
注
目
し
て
」
で
は
、
銭
湯
が
急
減
し
て

い
る
現
状
を
説
明
し
た
上
で
、
銭
湯
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
場
」
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

銭
湯
が
若
い
芸
術
家
・
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
の
た
ま
り
場

に
な
っ
て
い
る
風
景
を
紹
介
し
た
。
公
衆
浴
場
は
、
公
衆

衛
生
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
地
域

の
高
齢
者
に
は
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
」
で
あ
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
若
い
人
た
ち
も
、

「
お
風
呂
屋
さ
ん
」
を
通
じ
て
、
触
れ
合
い
を
求
め
、
地

域
に
親
し
ん
で
い
る
風
景
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
第
4
章
3
節
「
創
刊
1
0
0
年
余
の
歴

史
を
有
す
る
点
字
新
聞
　
全
盲
記
者
が
ま
ち
を
歩
き
、
現

地
取
材
に
励
む
」
で
あ
る
。
1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に

創
刊
さ
れ
た
「
点
字
毎
日
」（
毎
日
新
聞
社
）
の
編
集
部

を
訪
ね
、
記
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
取
材
を
行
い
、
記
事

を
書
い
て
い
る
か
を
聞
き
取
り
調
査
し
た
。
読
者
ら
が
文

化
芸
術
に
関
係
す
る
記
事
を
求
め
て
い
る
実
態
を
描
い
た
。

　
文
化
政
策
学
者
の
松
本
だ
け
に
、
従
来
は
、
文
化
ホ
ー

ル
・
博
物
館
・
美
術
館
な
ど
の
公
立
文
化
施
設
の
管
理
と

運
営
を
研
究
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
公
衆
浴
場
・

千
鳥
温
泉
や
「
点
字
毎
日
」
編
集
部
を
調
査
し
た
の
だ
ろ

う
か
？
　
そ
の
答
え
は
、
松
本
の
実
践
で
あ
る
「
本
の

あ
る
工
場
」
で
の
活
動
に
あ
る
。
千
鳥
温
泉
の
経
営
者

も
、「
点
字
毎
日
」
編
集
部
の
編
集
次
長
も
、
共
に
、「
本

の
あ
る
工
場
」
で
行
っ
た
催
し
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

松
本
自
身
も
公
衆
浴
場
や
同
編
集
部
を
訪
ね
、
互
い
の
交

流
が
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
実
践
と
研
究
が
往
還
し
て

「
地
続
き
」
に
な
っ
た
成
果
だ
っ
た
。

地
方
公
務
員
に
よ
る
実
践
事
例

　
本
誌
『
地
方
行
政
』
の
主
な
読
者
層
は
自
治
体
職
員
な

の
で
、
地
方
公
務
員
が
取
り
組
む
実
践
事
例
と
原
稿
を
紹

介
し
よ
う
。
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
企
画
総
務
部
長
の
竹
見

聖
司
に
よ
る
第
5
章
1
節
「
農
業
特
産
品
づ
く
り
と
シ
ビ

ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
　
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
の
黒
大
豆
栽
培
を

事
例
に
」
で
あ
る
。
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竹
見
は
、
平
成
の
大
合
併
を
機
に
、
社
会
人
大
学
院
生

と
し
て
地
方
自
治
研
究
を
志
し
た
。
放
送
大
学
大
学
院
文

化
科
学
研
究
科
前
期
課
程
を
修
了
し
て
修
士
号
（
学
術
）

を
取
得
。
同
志
社
大
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
の
後

期
課
程
に
進
学
し
、
そ
の
後
、
満
期
退
学
し
た
。
役
所
で

は
、
同
市
の
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
創

造
都
市
加
盟
認
定
、「
篠
山
市
」
か
ら
「
丹
波
篠
山
市
」

へ
の
市
名
変
更
な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
た
。

　
そ
の
竹
見
が
2
0
0
1
年
か
ら
黒
大
豆
を
育
て
始
め

た
。
平
成
の
大
合
併
で
旧
4
町
が
合
併
し
て
間
も
な
い
篠

山
市
役
所
の
中
で
、
旧
町
役
場
の
枠
を
超
え
た
市
職
員
活

動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
だ
。「
農
家
に
育
っ
て

も
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
年
間
を
通
し
て
農
作
業
の
経
験
は

少
な
い
。
ま
た
、
田
舎
の
市
役
所
職
員
と
い
っ
て
も
、
非

農
家
や
阪
神
間
か
ら
通
勤
す
る
職
員
が
増
え
て
い
た
」
と

打
ち
明
け
、「
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
特
産
の
黒
大
豆
栽
培

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
そ
の
喜
び
も
苦
労
も
体
験
し
て
み

よ
う
」
と
考
え
た
（
注
12
）。

　
農
家
出
身
の
竹
見
に
よ
る
と
、
黒
豆
は
「
く
ろ
う
（
苦

労
）
ま
め
」
と
も
呼
ば
れ
、
米
作
り
の
4
～
5
倍
の
労
力

が
必
要
で
、
手
作
業
が
多
く
、
作
業
時
期
が
集
中
す
る
。

冬
場
の
土
づ
く
り
、
播は

し
ゅ種
時
期
の
鳥
と
の
闘
い
、
雑
草
と

の
闘
い
、
風
水
と
の
闘
い
、
10
月
の
収
穫
、
な
ど
を
体
験

し
て
き
た
。

　
竹
見
は
、
本
書
で
「
丹
波
篠
山
特
産
の
黒
大
豆
栽
培
は
、

生
産
者
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
の
自
信
と
誇
り
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
地
域
文
化
に
根
付
い
た
本
質
的
に
価
値
の

あ
る
状
態
を
創
り
出
し
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
（
注
13
）。

　
研
究
と
実
践
実
務
の
往
還
が
、
こ
こ
に
見
い
だ
さ
れ
る
。

本
書
の
独
自
性

　
本
書
『
文
化
×
地
域
×
デ
ザ
イ
ン
が
社
会
を
元
気
に
す

る
』
は
、
松
本
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
書
籍
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
文
化
政
策
や
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
に
関
す

る
専
門
書
を
書
い
て
出
版
し
て
き
た
が
、
19
冊
目
に
当
た

る
本
書
に
は
、
格
別
な
思
い
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
「
お
わ
り
に
」
で
、
松
本
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
公
立
大
学
法
人
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
を
22
年
3
月

31
日
付
け
で
定
年
退
職
す
る
際
、
そ
の
あ
と
、
こ
ん
な
展

開
に
な
ろ
う
と
は
夢
に
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
3
年

近
く
全
力
で
走
っ
て
い
る
と
、
知
ら
ぬ
う
ち
に
今
に
た
ど

り
着
い
た
思
い
で
あ
る
」（
注
14
）。
正
直
な
実
感
な
の
だ
。

公
務
員
で
あ
れ
、
会
社
員
で
あ
れ
、
定
年
退
職
が
「
人
生

の
終
わ
り
」
で
は
な
い
。
年
齢
を
重
ね
て
も
、
い
つ
も
、

「
未
来
は
定
ま
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
痛
感
す
る
。

　
読
売
新
聞
記
者
・
デ
ス
ク
・
支
局
長
、
さ
ら
に
は
県
立

高
知
女
子
大
教
授
、
公
立
大
学
法
人
静
岡
文
化
芸
術
大
教

授
を
歴
任
し
て
き
た
が
、
い
つ
も
「
取
材
や
調
査
に
出
向

く
」
こ
と
が
前
提
に
あ
っ
た
。
し
か
し
「
本
の
あ
る
工

場
」
を
開
設
し
た
と
こ
ろ
、
調
査
対
象
者
が
自
ら
訪
れ
て

く
だ
さ
る
体
験
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、

従
来
通
り
に
現
地
に
出
向
く
研
究
調
査
を
並
行
し
て
続
け

て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
全
国
各
地
を
歩
き
、「
文
化
×
地
域
×
デ

ザ
イ
ン
」
の
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
本
誌

『
地
方
行
政
』
の
読
者
で
あ
る
地
方
自
治
体
の
皆
さ
ん
に

も
、
ぜ
ひ
、
文
化
と
地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
活
動
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
文
化
と
地
域
デ
ザ
イ
ン

学
会
に
登
録
し
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
自
治
体
職

員
こ
そ
、
研
究
と
実
践
実
務
を
往
還
で
き
る
人
材
で
あ
る

と
思
う
か
ら
だ
。（
敬
称
略
）

　
注
1
＝
堂
目
卓
生
・
山
崎
吾
郎
編
『
や
っ
か
い
な
問
題

は
み
ん
な
で
解
く
』
世
界
思
想
社
、
2
0
2
2
年
、
38
㌻
。

　
注
2
＝
同
書
、
36
～
37
㌻
。

　
注
3
＝
同
書
、
37
～
38
㌻
。

　
注
4
＝
同
書
、
42
㌻
。

　
注
5
＝
同
書
、
42
～
43
㌻
。

　
注
6
＝
同
書
、
43
㌻
。

　
注
7
＝
新
川
達
郎
・
松
本
茂
章
編
著
『
文
化
×
地
域
×

デ
ザ
イ
ン
が
社
会
を
元
気
に
す
る
』
文
眞
堂
、
2
0
2
5

年
、
11
㌻
。

　
注
8
＝
同
書
、
3
～
4
㌻
。

　
注
9
＝
同
書
、
10
〜
11
㌻
。

　
注
10
＝
同
書
、
4
㌻
。

　
注
11
＝
同
書
、
11
㌻
。

　
注
12
＝
同
書
、
78
㌻
。

　
注
13
＝
同
書
、
83
㌻
。

　
注
14
＝
同
書
、
1
7
9
㌻
。


